
令和４年度鹿児島県奄美地域離島航空路線協議会

離島航空路確保維持計画
令和３年１２月

１ 離島航空路事業の目的・必要性

（１）離島航空路事業を実施する路線

① 喜 界－奄 美 線

② 徳 之 島－奄 美 線

③ 沖永良部－徳之島線

④ 与 論－奄 美 線

（２）奄美地域における奄美大島（奄美市）の役割

奄美大島の中心都市である奄美市は，奄美群島の首都的性格を有してお

り，名実ともに群島の政治，経済，交通等の中心地である。ここには国，

県の出先機関など行政機能が集中するとともに，商業機能や病院等の保健

・福祉機能等も充実しているため，他島の住民もこれらの機能を求めて，

頻繁に同市を訪問している。

また，奄美大島にある奄美空港を中心とした群島内の地域航空ネットワ

ークは，各島間の人及び物資を運搬する生活路線，並びに観光客の利用す

る交通手段として，重要な役割を果たしている。

（３）各路線の目的・必要性

① 喜界－奄美線

同路線は，現在１日３便運航されており，令和２年度においては延べ約

３０千人が利用している。

両島間を結ぶ他の交通機関は，週５便運航されている航路（所要時間：

約２時間１０分）のみであり，同路線は，喜界島（人口約７千人）と奄美

大島を結ぶ移動手段として，重要な役割を果たしている。

しかしながら，運航距離が短く需要が少ないため，恒常的に採算面で課

題を抱えており，これまでも平成１８年度から２８年度及び令和元年度か

ら令和３年度まで，運航費補助対象路線となっている。

本計画期間においても，離島航空路事業を実施して，路線の維持を図る

必要がある。

② 徳之島－奄美線

同路線は，現在１日２便運航されており，令和２年度においては延べ約

２７千人が利用している。

両島間を結ぶ他の交通機関は，週５便と週７便の２つの航路（所要時間

：約３時間２０分）のみであり，同路線は，徳之島（人口約２２千人）と

奄美大島を結ぶ移動手段として，重要な役割を果たしている。



しかしながら，運航距離が短く需要が少ないため，恒常的に採算面で課

題を抱えており，これまでも平成１１年度から令和３年度まで，運航費補

助対象路線となっている。

本計画期間においても，離島航空路事業を実施して，路線の維持を図る

必要がある。

③ 沖永良部－徳之島線

同路線は，現在１日１便運航されており，令和２年度においては延べ約

１２千人が利用している。

沖永良部島から奄美大島への航空路は，徳之島の経由便となっており，

また，両島間を結ぶ他の交通機関は，週５便と週７便運航されている２つ

の航路（所要時間：約５時間１０分）のみであり，同路線は，沖永良部島

（人口約１２千人）と奄美大島を結ぶ移動手段として重要な役割を果たし

ている。

しかしながら，運航距離が短く需要が少ないため，採算面での課題を抱

えており，令和元年度から令和３年度まで，運航費補助対象路線となって

いる。

本計画期間においても，離島航空路事業を実施して，路線の維持を図る

必要がある。

④ 与論－奄美線

同路線は，現在１日１便運航されており，令和２年度においては延べ

約６千人が利用している。

両島間を結ぶ他の交通機関は週７便の航路（所要時間：約８時間１０分）

のみであり，同路線は与論島（人口約５千人）と奄美大島を結ぶ移動手段

として重要な役割を果たしている。

しかしながら，需要が少ないため恒常的に採算面で課題を抱えており，

平成２３年度から２５年度まで，平成２７年度から平成２９年度まで及び

令和元年度から令和３年度まで，運航費補助対象路線となっている。

本計画期間においても，離島航空路事業を実施して，路線の維持を図る

必要がある。

２ 離島航空路事業の定量的な目標及び効果
（１）喜界－奄美線

目標：喜界島（人口約７千人）と奄美大島間の移動手段を確保する。

また，路線維持のため，事業効率の向上を図る。

・運航便数 １日２～３便（ＡＴＲ：４８席）

・収支率 ７０％（過去３ヶ年平均）



効果：運航事業者の費用負担を軽減することにより，当該路線の維持を

図ることができる。

（２）徳之島－奄美線

目標：徳之島（人口約２２千人）と奄美大島間の移動手段を確保する。

また，路線維持のため，事業効率の向上を図る。

・運航便数 １日２便（ＡＴＲ：４８席）

・収支率 ７４％（過去３ヶ年平均）

効果：運航事業者の費用負担を軽減することにより，当該路線の維持を

図ることができる。

（３）沖永良部－徳之島線

目標：沖永良部島（人口約１２千人）と徳之島間の移動手段を確保する。

また，路線維持のため，事業効率の向上を図る。

・運航便数 １日１便（ＡＴＲ：４８席）

・収支率 ６１％（過去３ヶ年平均）

効果：運航事業者の費用負担を軽減することにより，当該路線の維持を

図ることができる。

（４）与論－奄美線

目標：与論島（人口約５千人）と奄美大島間の移動手段を確保する。

また，路線維持のため，事業効率の向上を図る。

・運航便数 １日１便（ＡＴＲ：４８席）

・収支率 ４１％（過去３ヶ年平均）

効果：運航事業者の費用負担を軽減することにより，当該路線の維持を

図ることができる。

３ 離島航空路事業の内容と当該事業を実施する事業者
（１）事業の内容

喜界－奄美線，徳之島－奄美線，沖永良部－徳之島線，与論－奄美線

計４路線

（２）実施する事業者

・事業者 日本エアコミューター株式会社

・住 所 鹿児島県霧島市溝辺町７８７－４

・代表者 代表取締役社長 越智 健一郎



４ 離島航空路事業に要する費用の総額，負担者
（１）補助対象経費

路線名 補助対象経費

喜 界－奄 美 ６２，５１６千円

徳 之 島－奄 美 ２１，７９８千円

沖永良部－徳之島 ４０，８５０千円

与 論－奄 美 ８１，８０１千円

４路線合計 ２０６，９６５千円

（２）負担者

①国 １０３，４８２千円（負担割合 ５０％）

②鹿児島県 １０３，４８２千円（負担割合 ５０％）

５ 離島航空路事業の改善等に関する事項
喜界－奄美線，徳之島－奄美線，沖永良部－徳之島線，与論－奄美線の経

営改善に関する基本方針及び措置等については，別添｢様式３－４ 経営改

善五ヶ年計画｣のとおりとする。

６ 外客来訪促進計画との整合性
本県においては，外客来訪促進計画は策定されていない。

７ 協議会の開催状況と主な議論
（１）令和３年１２月１７日開催

（２）会議内容

①運航費補助制度の概要

②令和３年度離島航空路確保維持計画一次評価（案）について

③運航費補助対象路線の選定について

④令和４年度離島航空路確保維持計画（案）について

⑤航空会社に対する要望等

８ 利用者等の意見の反映

パブリックコメントを実施したが，意見はなかった。



９ 協議会メンバーの構成

（１）関係都道府県・市町村

鹿児島県，奄美市，大和村，宇検村，瀬戸内町，龍郷町，

喜界町，徳之島町，天城町，伊仙町，和泊町，知名町，与論町

（２）交通事業者

日本エアコミューター株式会社，日本航空株式会社，

琉球エアーコミューター株式会社

（３）国

国土交通省航空局（オブザーバー）

以 上


